
第
羽
田
農
林
水
産
祭
参
加
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事
受
賞
者
ル
ポ

儲
け
る
林
業
「

山
本
恵
一

億
円
林
業
」
の
す
す
め

氏
の
林
業
経
営
(
愛
知
県
額
田
町
)

ーーーーー---"

一
は
じ
め
に

額
田
町
は
、
愛
知
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
岡
崎
市
に
隣
接
し
て
お

り
、
岡
崎
市
の
中
心
部
か
ら
山
本
さ
ん
の
家
の
あ
る
木
下
集
落
ま
で
は

車
で
四

O
分
ほ
ど
の
道
程
で
あ
る
。
矢
作
川
の
支
流
男
川、

さ
ら
に
夏

山
川
を
湖
っ
て
峠
を
越
え
て
望
む
集
落
は
、
市
街
、
工
場
、
水
田
と
続

く
三
河
平
野
か
ら
一
変
し
て
、
桃
源
郷
の
趣
が
あ
る
静
か
な
た
た
ず
ま

い
を
見
せ
て
い
る
。
三
河
山
間
地
域
の
南
端
部
の
丘
陵
地
帯
に
当
た
り
、

総
面
積
二
ハ
、

O
二
七
回
の
八
七
%
、

二
二
、
八
九
八
回
の
森
林
面
積

を
持
つ
額
田
町
は
、
西
三
河
地
域
で
は
唯
一
の
森
林
地
帯
で
あ
り
、
水

源
地
域
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
て
、
町
地
域
に
対
す
る
こ
こ

'91・II林山

福そ

康手

記号

島主

五
年
間
の
助
成
総
額
約
四
千
万
円
の
矢
作
川
水
源
基
金
水
源
対
策
事
業

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

西
三
河
地
域
は
古
く
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
立
地
し
、
明
治
用
水

通
水
以
来
の
農
業
を
は
じ
め
農
産
加
工
、
繊
維
産
業
、
陶
器
、
鋳
物
と

い
っ
た
わ
が
国
で
も
有
数
の
産
業
が
先
進
的
発
展
を
見
た
地
域
で
あ
り
、

そ
れ
ら
地
場
産
業
に
加
え
て
輸
送
機
器
、

一
般
機
械
、
電
気
機
器
工
業

な
ど
が
盛
ん
で
あ
る
。
岡
崎
に
は
豊
田
市
が
隣
接
し
、
額
田
町
の
南
は

豊
川
市
と
な

っ
て
い
て
い
ず
れ
も
通
勤
圏
内
に
あ
り
、
町
住
民
は
就
業

機
会
に
事
欠
か
な
い
。

地
域
の
森
林
所
有
者
一

、

O
二
ハ
人
の
う
ち
六

五
%
は
五
回
以
下
の
零
細
所
有
者
だ
が
、

一
0
1
二
O
M
一
O
六
人
、

二

0
1
三

O
M
三
七
人
、

三

0
1
五

O
M三
七
人
、
五

0
1
一
O
O
M
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一
八
人
、
一
O
O
M
以
上
一
人
と
い
う
よ
う
に
中
規
模
所
有
者
が
揃
っ

て
い
て
、
二
齢
級
以
上
の
人
工
林
面
積
一
、
七
二
二
回
、
一
五
齢
級

以
上
で
も
五
七
三
回
、
雨
量
が
少
な
く
良
質
の
ヒ
ノ
キ
の
生
育
に
適
し

て
い
る
成
熟
し
つ
つ
あ
る
農
家
林
業
地
帯
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
は
言
っ
て
も
、
工
業
地
帯
に
固
ま
れ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
な
ど
工
芸
作

物
栽
培
の
衰
退
も
あ
っ
て
い
ず
こ
も
同
じ
兼
業
化
が
進
ん
で
、
事
業
所

勤
務
、
水
田
単
作
、
畑
は
自
家
用
と
い
う
就
業
・
農
業
パ
タ
ー
ン
が
定

着
し
て
、
現
在
、
二
O

戸
ほ
ど
が
、
中
高
年
層

家
族
だ
け
な
が
ら
熱
心

に
山
の
手
入
れ
を
し
て

い
る
と
い
う
状
況
に
な

っ
て
い
る
。
森
林
組
合

の
活
動
も
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
円
力

働
力
は
老
齢
化
し
て
お

り
、
後
継
者
を
確
保
し

て
保
育
を
実
施
し
、
森

林
を
保
全
し
つ
つ
そ
の

利
用
を
図
り
、
住
民
の

所
得
に
繋
げ
て
い
く
こ

と
が
地
域
振
興
の
中
心

'91・11林山

山本家山林の森林資源構成

長RT E E IV V VI vn ilIl IX X 刃y)_上 iロA霊ロiト

面
スギ O.印 1.04 1.82 1.16 0.62 0.83 1. 45 0.40 1. 76 0.24 2.48 12.40 

積
ヒノキ 1.0包 1. 73 4.10 5.73 4.42 4.24 3.97 0.84 1.回 0.43 9.15 37.28 

マツ 0.41 0.36 0.75 0.78 0.05 0.71 1.50 4.56 

ha 
その他(広) 0.36 4.17 0.23 6.30 6.22 0.26 17.54 

計 1.69 2.77 5.92 6.89 5.45 5.79 10.34 2.25 9.69 7.60 13.39 71.78 

表 l

'91・11林山

一億円林業展示林の標示板

等
を
考
慮
し
て
、
ス
ギ
は
役
物
の
採
れ

る
大
径
材
、
ヒ
ノ
キ
は
無
節
柱
材
と
い

う
生
産
目
標
を
明
確
に
立
て
、
技
術
的

な
面
で
は
、
①
適
切
な
品
種
管
理
県

林
木
育
種
場
か
ら
種
子
、
挿
し
木
幼
苗

を
購
入
し
、
自
家
生
産
し
た
優
良
苗
の

使
用
、
②
適
切
な
枝
打
ち
・
間
伐
の
実

施
、
③
自
力
で
作
業
道
、
施
業
路
を
設

置
し
、
林
内
作
業
車
を
導
入
し
て
作
業

効
率
を
高
め
、
集
約
な
施
業
を
実
施
し

て
い
る
。
④
一
方
、
県
の
指
導
も
受
け

て
、
適
地
を
選
び
一
部
林
分
に
つ
い
て

優
良
大
径
材
生
産
を
目
標
に
誘
導
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
次
に
、
労
力
面
で
は
、

両
親
、
奥
さ
ん
、
そ
し
て
町
役
場
に
勤

務
す
る
長
男
の
休
日
従
事
を
含
め
て
、

一
家
総
出
で
目
標
と
す
る
森
林
の
造
成

目
指
し
て
力
を
尽
く
し
て
い
る
。
そ
の

成
果
と
し
て
、
現
在
の
資
源
構
成
は
表

1
に
示
し
た
よ
う
に
、
齢
級
構
成
は
良

好
で
あ
り
、
枝
打
ち
を
し
た
高
付
加
価

値
林
分
の
多
い
こ
と
、
労
力
面
の
状
況

的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
の
た
め
に
、
町
林

業
ク
ラ
フ
は
「
儲
か
る
林
業
」
目
指
し
て
「
一
億
円
林
業
」
を
提
唱
し

て
い
る
。
今
回
ル
ポ
の
取
材
に
訪
れ
た
山
本
恵
一
氏
は
、
林
業
ク
ラ
ブ

の
副
会
長
を
つ
と
め
、
自
家
の
森
林
を
優
良
材
生
産
の
モ
デ
ル
と
し
て

地
域
に
示
し
、
そ
の
一
部
が
一
億
円
林
業
の
展
示
林
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
早
く
か
ら
愛
知
県
の
指
導
林
家
と
し
て
、
ま
た
、
昭
和
五
十
八

年
か
ら
町
会
議
員
と
し
て
町
政
を
通
し
て
、
地
域
林
業
の
振
興
の
た
め

に
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
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山

本

さ

ん

の

林

業

経

営

最
初
に
経
営
の
特
徴
を
上
げ
て
み
る
と
、

ま
ず
、

地
位
・
立
地
条
件

ヒノキ無節往材生産林

と
と
も
に
、
循
環
的
な
森
林
経
営
と
し
て
今
後
と
も
安
定
的
に
営
ま
れ

て
い
く
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

所
有
山
林
の
総
面
積
は
七
二
回
、
う
ち
用
材
林
五
四
切
で
あ
る
。
表

1
の
所
有
森
林
の
資
源
構
成
を
地
域
の
そ
れ
と
比
較
し
て
見
る
と
、
所

有
森
林
に
占
め
る
ス
ギ
人
工
林
比
率
一
七
%
(
額
田
町
一
五
%
、
愛
知

県
西
三
河
事
務
所
「
西
三
河
の
森
林
と
林
業
」
に
よ
る
)
、
ヒ
ノ
キ
人

工
林
比
率
五
二
%
(
同
四
六
M
m
)

、
ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
占
め
る
一
一
齢
級

以
上
の
比
率
二
五
%
(
同
一
九
%
)
、
と
い
う
よ
う
に
、
齢
級
の
比
較

的
高
い
ヒ
ノ
キ
人
工
林
が
多
く
、
や
は
り
優
れ
て
い
る
。
ス
ギ
人
工
林

に
占
め
る
一
一
齢
級
以
上
の
比
率
二
O
%
が
町
平
均
(
二
五
%
)
よ
り

低
い
が
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
後
に
見
る
よ
う
な
、
年
々
収
益
を
得
な

が
ら
将
来
の
高
伐
期
生
産
に
期
待
す
る
、
専
業
の
循
環
的
経
営
の
苦
悩

が
(
特
徴
と
言
う
べ
き
か
)
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

山
本
さ
ん
の
父
君
つ
ま
り
先
代
そ
し
て
先
々
代
も
林
業
経
営
に
熱
心
な

家
柄
で
あ
り
、
山
本
さ
ん
が
自
家
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
父
と
と
も
に
毎
年
一
回
ず
つ
の
拡
大
造
林
に
精
を
出
し
、
保
育
も

熱
心
に
行
っ
た
。
そ
れ
ら
活
動
も
先
々
代
か
ら
の
林
業
経
営
の
実
績
が

あ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
林
業
の
経
営
は
何
代
も
の
人
達

が
営
々
と
築
き
上
げ
て
い
く
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
如
実
に
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
地
域
の
人
達
が
纏
ま
っ
て
長
い
間

林
業
生
産
活
動
を
営
ん
で
い
る
実
績
が
重
要
で
あ
り
、
市
場
形
成
産

地
化
も
そ
れ
ら
活
動
の
成
果
と
し
て
初
め
て
可
能
に
な
る。
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'91・11

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
林
業
専
業
経
営
が
最
も
苦
し
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。
今
回
の
取
材
で
通
っ
た
林
道
端
の
八
五
年
生
の
通
直
な
樹
幹

を
持
っ
た
見
事
な
ス
ギ
林
分
を
見
上
げ
る
と
、
自
の
保
養
を
し
た
よ
う

な
気
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
林
分
も
、
農
林
業
専
業
だ
か
ら
、
近
々
収

入
目
的
で
伐
採
を
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
山
本
さ
ん
は
言
っ
て

い
る
。
成
長
状
態
を
見
な
が
ら
の
判
断
で
無
理
に
伐
る
わ
け
で
は
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
林
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢
の
中
で
長
伐
期
へ
の

移
行
を
図
り
な
が
ら
家

計
収
入
を
得
、
育
林
を

進
め
、
路
網
を
作
設
し
、

森
林
の
価
値
を
高
め
て

い
く
の
は
な
か
な
か
楽

で
は
な
い
こ
と
を
思
わ

せ
た
。
町
会
議
員
に
出

る
よ
う
に
な
っ
て
必
要

な
作
業
も
遅
れ
が
ち
に

な
る
と
も
言
っ
て
い
る

が
、
こ
の
面
積
・
蓄
積

で
必
ず
し
も
十
分
な
収

入
を
得
て
い
る
わ
け
で

な
い
。
何
人
も
の
家
族

と
雇
用
者
一
人
が
作
業

林山

自力で開設した作業道

れ
ば
三
一
同
に
達
す
る
。
生
産
目
標
設
定
が
徹
底
し
て
い
る
こ
と
を
窺

わ
せ
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
山
本
さ
ん
の
山
林

の
人
工
林
は
い
ず
こ
も
見
通
し
が
良
く
、
き
れ
い
に
揃
っ
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

山
本
さ
ん
は
県
の
農
業
技
術
大
学
校
を
出
た
あ
と
町
農
業
技
術
員
を

勤
め
、
昭
和
三
十
九
年
か
ら
は
家
業
の
農
林
業
に
専
従
す
る
o

数
年
し

て
外
材
流
入
が
激
増
す
る
昭
和
四
十
年
代
後
半
期
に
入
る
こ
ろ
、
今
後

の
林
業
の
方
向
を
考
え
て
外
材
に
対
抗
で
き
る
林
業
、
高
付
加
価
値
林

業
を
目
指
し
て
枝
打
ち
を
始
め
る
。
ま
た
、
第
二
次
林
業
構
造
改
善
事

業
で
約
一

O
O
M
の
高
度
集
約
施
業
団
地
の
中
に
三

O
M
ほ
ど
の
自
己

所
有
地
が
入
り
、
集
約
な
林
道
・
作
業
道
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

'91.11 林山

に
従
事
し
て
い
る
上
で
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
保
育
を
実
行
し
、
路

網
を
延
長
し
、
作
業
の
機
械
化
を
進
め
て
効
率
化
を
図
り
、
家
族
の
範

囲
で
の
労
働
力
循
環
を
含
め
て
、
自
営
林
業
経
営
と
し
て
完
成
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
、
山
本
さ
ん
の
構
想
に
あ
る
の
に
違
い
な
い
。
町
の
多
く

の
山
林
所
有
者
が
勤
務
に
転
じ
て
い
る
か
ら
山
の
収
入
を
当
て
に
し
て

伐
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
で
も
良
い
の
だ
と
も
山
本
さ
ん
は
言
わ
れ

た
。
そ
の
人
達
の
多
く
の
山
林
が
保
育
不
良
で
荒
れ
て
き
て
い
る
。
や

は
り
林
業
を
巡
る
環
境
が
厳
し
す
ぎ
る
の
だ
と
、
改
め
て
強
く
問
題
を

感
じ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
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経

営

改

善

の

努

力

山
本
さ
ん
が
二
0
年
聞
に
実
施
し
た
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
林
分
の
枝
打
ち

面
積
は
二
三
回
に
達
し
て
い
る
。
山
本
さ
ん
は
、
所
有
森
林
の
基
本
図

に
枝
打
ち
実
施
林
分
を
マ

ー
カ
i
で
黄
色
に
塗
っ
て
表
示
し
て
い
る
。

山
本
さ
ん
の
家
か
ら
望
む
向
か
い
の
山
に
一
五
年
生
の
ヒ
ノ
キ
林
分
が

あ
る
が
、
林
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
一
回
し
か
枝
打
ち
を
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
に
は
マ

l
ク
を
入
れ
ず
、
二
三
回
に
カ

ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。
ヒ
ノ
キ
枝
打
ち
は
八
年
生
か
ら
始
ま
り
、
以
後

一一一

i
四
年
ご
と
に
実
施
し
、

一一
一
回
目
(
一
五
年
生
時
)
で
枝
下
高
四

m

と
し
、
林
道
沿
い
の
肥
培
地
で
五
回
目
で
七

m
と
す
る
。

二一二
回
は
、

三

i
八
齢
級
の
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ
人
工
林
に
つ
い
て
、
四

m
・二
一1
四
回

以
上
実
施
し
た
も
の
の
面
積
で
あ
る
。
一
回
実
施
の
も
の
も
全
て
入
れ

枝打ち作業(ヒノキ人工林)

が
、
そ
の
後
も
積
極
的
に
「
施
業
路
」
と
呼
ん
で
い
る
、
林
内
作
業
車

が
走
行
可
能
な
、
簡
易
な
作
業
道
を
自
力
で
付
け
、
現
場
へ
の
ア
ク
セ

ス
と
作
業
の
効
率
化
に
努
め
る
。
最
近
で
は
、
森
林
組
合
か
ら
小
型
の

パ
ッ
ク
ホ

ー
を
運
転
手
と
も
一
日
幾
ら
で
宿
り
受
け
て
、
施
業
路
の
設

置
を
進
め
て
い
る
。
山
地
は
丘
陵
状
で
傾
斜
が
緩
い
こ
と
も
幸
い
し
て

J

る
。
こ
う
し
て
自
力
で
設
置
し
た
作
業
道
は
一
、

o
o
o
m、
施
業

路

は

二

三

O
O
m
に
達
す
る
。
な
お
、
山
本
さ
ん
の
町
議
会
で
の
活

躍
に
よ
り
、
昨
年
か
ら
施
業
路
に
事
業
費
の
半
額
、

m
当
た
り
五

O
O

円
の
町
単
の
助
成
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
と
し

て
、
こ
の
高
集
団
地
で
は
、
当
初
計
画
で
の
路
網
開
設
目
標
は
四
、
五

o
o
mで
あ
っ
た
が
、
現
在
設
置
さ
れ
た
路
網
は
六
、

o
o
o
mに
達

し
、
町
内
随
一
の
路
網
密
度
と
な
っ
た
。
所
有
山
林
は
、
そ
の
ほ
か
三

O
箇
所
ほ
ど
に
分
か
れ
て
い
る
o

林
内
作
業
車
は
、
昨
年
、
セ
イ
レ
ー

の
マ
ウ
ン
ト
ポ
ニ
イ
を
購
入
し
た
。
そ
の
前
は
キ
ャ
タ
ピ
ラ
付
き
の
林

内
作
業
車
を
森
林
組
合
か
ら
借
り
た
。
森
林
施
業
計
画
は
当
然
の

こ
と

な
が
ら
立
て
知
事
認
定
を
受
け
て
い
る
が
、
作
業
、
植
栽
本
数
、
枝
打

ち
の
実
績
は
実
行
記
録
簿
に
凡
帳
面
に
付
け
て
い
る
。
植
栽
本
数
は
、

反
当
た
り
三
五

0
1四
O
O本
だ
そ
う
で
、
作
業
量
が
多
い
た
め
そ
の

よ
う
な
本
数
に
な
っ
て
し
ま
う
と
説
明
し
て
い
る
。

山
本
さ
ん
の
経
営
は
複
合
経
営
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
水
田

八

O
a
、
畑
一

O
a
、
農
産
物
販
売
は
米
の
み
で
あ
り
、
畑
作
物
は
自

‘

家
用
の
範
囲
に
留
ま
る
。
最
近
に
な
っ
て
、
林
床
を
活
用
し
て
サ
カ
キ
、
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シ
キ
ミ
の
栽
培
を
開
始
し
た
。
林
業
生
産
量
・
収
入
金
額
は
、
素
材
一

五

o
d、
間
伐
材
二

o
d、
磨
丸
太
原
木
一

O
O本
、
花
木
で
あ
り
、

素
材
七

O
O万
円
を
主
体
に
合
計
八

O
O万
円
の
粗
収
入
が
あ
る
。
こ

れ
は
家
計
収
入
の
七

O
%
に
当
た
る
。
林
業
粗
支
出
は
一
五

O
万
円
で

点
り
ヲ
令
。

立
木
は
、

'91・11林山

過去 5年間の作業の実行状況

言------毛主 主 伐 積 栽 間 伐 下刈 枝 打

昭 61 0.18 ha 0.49 ha 2.50 ha 5.50 ha 2.50 ha 

11 62 0.46 0.18 2.∞ 4.80 3.∞ 
" 63 0.36 0.46 1.50 4.0:コ 3.50 

平 l 0.20 0.36 2.∞ 3.50 4.∞ 
" 2 0.20 2切 3∞ 3∞ 

目十 1.20 1.69 10.50 20.，幻 16∞ 

森
林
組
合
ほ
か
業
者
に
入
札
に
よ
っ
て
販
売
し
、
単
価
は
、

ス
ギ
で
石
七
、

0
0
0円
、
ヒ
ノ
キ
で

一

五、

0
0
0円
ほ
ど
で
、
間
伐
材
は
全
部

自
分
で
伐
採
・
搬
出
し
、
販
売
す
る
。
捨

て
伐
り
に
な
る
の
は
、
一
部
の
林
道
か
ら

遠
い
場
所
だ
け
だ
と
い
う
。
一
昨
年
か
ら
、

和
歌
山
に
工
場
を
持
つ
、
吉
野
の
磨
丸
太

専
門
の
業
者
が
、
原
木
の
買
い
付
け
に
入

る
よ
う
に
な
り
、
末
口
一
五
仰
の
通
直
な

丸
太
を
一
本
一
万
円
で
買
う
よ
う
に
な
っ

た
。
業
者
が
選
木
し
切
口
に
テ
l
プ
を
巻

い
た
立
木
を
、
道
端
ま
で
搬
出
す
る
の
で

あ
る
。
間
伐
材
が
道
端
ま
で
出
し
て
一
、

0
0
0円
、
小
さ
い
も
の
は
六
五

O
円、

一
六

O
円
な
ど
と
い
う
値
段
の
時
に
、
枝

打
ち
の
効
用
を
端
的
に
教
え
て
く
れ
る
も

の
で
、
経
済
的
に
た
い
へ
ん
助
か
っ
て
い

ろ
う
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
は
ま
だ
そ
う
い
う
気
風
は
残
っ
て

い
る
と
い
う
山
本
さ
ん
の
返
事
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
林
業
ク
ラ
ブ
会

長
の
星
野
さ
ん
は
山
本
さ
ん
と
同
年
配
だ
が
、
役
場
勤
め
を
父
親
の
引

退
に
よ
っ
て
辞
め
て
家
業
に
専
念
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
山

.

本
さ
ん
自
身
も
そ
う
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
た
慣
行
は
、

今
後
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
山
本
さ
ん
の
規
模
に
な
る
と
片
手
間
の
経

営
は
難
し
く
、
ま
た
、
雇
用
労
働
力
に
依
存
す
る
こ
と
も
難
し
い
。
山

本
さ
ん
の
規
模
の
所
有
者
は
地
域
で
は
少
な
い
。
大
方
の
小
規
模
経
営

に
お
い
て
、
当
主
が
勤
め
を
定
年
で
辞
め
た
あ
と
家
業
の
山
林
経
営
に

専
念
す
る
と
い
う
形
の
経
営
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
若
い
時
か
ら
休
日
な
ど
に
林
業
作
業
に
従
事
し

て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
形
態
を
含
む
自
営
林
業
経
営

の
振
興
と
定
着
を
図
る
よ
う
な
政
策
が
望
ま
れ
る
と
思
う
。

山
本
さ
ん
の
場
合
、
一
人
、
常
用
的
に
、
年

一
六

O
日
枝
打
ち
作
業

を
中
心
に
働
い
て
く
れ
る
人
が
居
る
。
七

O
歳
と
い
う
年
齢
だ
そ
う
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
人
は
今
後
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
の
は
仕
方

が
な
い
に
し
て
も
、
伐
出
労
働
力
が
今
後
ど
う
な
る
か
が
問
題
だ
と
山

本
さ
ん
は
言
う
。
中
小
規
模
の
経
営
に
お
い
て
、
間
伐
ま
で
の
植
林
手

入
れ
は
家
族
労
働
力
で
賄
う
に
し
て
も
、
主
伐
作
業
は
出
来
な
い
c

そ

れ
を
担
う
労
働
力
を
ど
う
確
保
す
る
か
が
今
後
の
中
小
経
営
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
山
本
さ
ん
は
見
て
い
る
。
近
い
将
来
、
伐
出
に
従
事
す
る

人
が
居
な
く
な
っ
た
時
に
、
中
規
模
山
林
経
営
者
が
共
同
し
て
組
を
作

表 2
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る
と
い
う
。
今
は
磨
丸
太
の
値
段
が
落
ち
て
来
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の

業
者
は
、
こ
れ
だ
け
手
を
入
れ
て
い
る
地
域
は
少
な
い
と
言
っ
て
い
る

そ
う
で
あ
る
。
土
壌
・
気
候
も
合
っ
て
い
て
、
ヒ
ノ
キ
も
五

O
年
生
ほ

ど
に
な
る
と
赤
昧
が
出
て
き
て
、
無
節
材
は
一
本
四
五
、

0
0
0円
ほ

ど
で
売
れ
る
。

家
族
は
、
両
親
、
山
本
さ
ん
夫
婦
、
長
男
夫
婦
に
お
孫
さ
ん
一
人
と

い
う
構
成
で
あ
る
。

山
本
さ
ん
が
町
会
議
員
に
な
っ
て
か
ら
は
月
一

O

日
ほ
ど
し
か
作
業
に
出
ら
れ
ず
、
奥
さ
ん
が
家
事
と
月
一
五
日
の
山
の

作
業
、
八
二
歳
と
七
六
歳
に
な
る
両
親
は
雨
降
り
で
な
け
れ
ば
必
ず
山

に
出
て
働
い
て
お
ら
れ
、
林
業
労
務
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
枝
打
ち

も
梯
子
は
使
え
な
い
が
手
で
届
く
範
囲
は
す
る
、
下
刈
機
も
使
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
趣
味
と
、
健
康
・
収
入
と
い
う
実
益
を
兼
ね
た
山
仕

事
は
羨
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。
三

O
歳
の
長
男
は
町
役
場
に
勤
め
て
お

ら
れ
、
自
営
の
仕
事
に
は
農
作
業
を
含
む
機
械
を
扱
う
作
業
に
専
ら
出

て
い
る
。
農
林
作
業
合
わ
せ
て
年
二

O
日
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
度

役
場
の
部
署
が
変
わ
っ
た
の
で
こ
れ
ま
で
よ
り
山
仕
事
に
出
る
日
数
は

増
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
作
業
の
機
械
化
を
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
長
男
の
山
仕
事
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
る
と
山
本
さ
ん
は
見

て
い
る
。
こ
れ
ら
家
族
の
林
業
労
働
実
日
数
は
、
全
部
で
三

O
O日
と

い
う
計
算
を
山
本
さ
ん
は
し
て
い
る
。
最
近
の
作
業
の
実
行
状
況
は
、

表
2
の
よ
う
で
あ
る
。

山
本
さ
ん
の
引
退
後
跡
継
ぎ
が
山
仕
事
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
る
だ
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り
、
お
互
い
の
山
と
他
の
小
規
模
経
営
山
林
の
伐
出
作
業
を
含
め
て
担

う
の
が
現
実
的
な
在
り
方
だ
と
私
に
は
思
え
る
の
だ
が
、
ど
う
だ
ろ
う
。

山
本
さ
ん
の
も
う
一
つ
の
心
配
は
相
続
税
で
あ
る
。
一

O
O年
掛
か

っ
て
木
を
作
る
と
す
る
と
三
回
は
相
続
す
る
こ
と
と
な
り
、
満
足
な
林

は
出
来
な
い
と
考
え
る
。
所
得
税
は
と
も
か
く
相
続
税
は
な
ん
と
か
し

て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う
の
が
意
見
で
あ
る
。

四
儲
か
る
林
業
「
一
億
円
林
業
」
の
提
唱

終
わ
り
に
、
「
一
億
円
林
業
」
に
つ
い
て
見
ょ
う
。
林
業
従
事
者
を

増
や
し
後
継
者
確
保
を
図
る
た
め
に
は
林
業
の
経
済
性
を
高
め
る
こ

ι

が
第
一
と
い
う
の
が
、
山
本
さ
ん
な
ど
運
動
推
進
者
の
意
見
で
あ
り
、

そ
の
認
識
を
高
め
る
た
め
に
こ
の
運
動
を
鋭
意
推
進
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
な
お
、
ク
ラ
ブ
の
会
長
は
、
最
初
の
提
唱
者
で
も
あ
る
、
林
業
自

営
の
星
野
努
氏
で
あ
る
。
筆
者
の
手
元
に
い
く
つ
も
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
県
西
三
河
事
務
所
の
普
及
の
た
め
の
広
報
紙
、
星
野
会
長
の
講
演
要

旨
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
引
用
し
て
見
て
み
よ
う
。
な
お
、
こ
の
地

域
は
、
年
平
均
気
温
一
五
℃
と
比
較
的
温
暖
で
、
年
降
水
量
一
、
七

O

O
問
、
積
雪
も
ほ
と
ん
ど
な
く
気
候
的
条
件
と
地
味
に
恵
ま
れ
、
古
く

か
ら
林
業
生
産
活
動
が
行
わ
れ
、
優
良
ヒ
ノ
キ
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
大
き
い
。

「
一
億
円
林
業
」
と
は
、
密
植
(
同
当
た
り
五
、

0
0
0
1
六、

。

O
O本
)
、
枝
打
ち
、
間
伐
な
ど
集
約
な
施
業
に
よ
り
、
通
直
・
完
満
、
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年
輪
幅
の
均
一
な
優
良
ヒ
ノ
キ
柱
材
の
生
産
を
目
標
と
す
る
。
四

O
年

生
ま
で
の
五
回
の
間
伐
収
入
と
、
五

O
年
生
主
伐
時
に
お
け
る
一
二
叩

角
無
節
の
柱
材
二
玉
取
り
の
主
伐
収
入
に
よ
り
、
一
回
の
山
か
ら
一
億

円
の
夢
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
般
材
が
一
本
三
、

0

0
0円
に
対
し
て
、
優
良
材
は
三一

O
、

0
0
0円
に
な
る
。
こ
の
発
想

は
、
ク
ラ
ブ
会
員
の
永
年
の
育
林
体
験
と
先
進
地
視
察
等
の
幅
広
い
活

動
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
。

そ
の
推
進
の
た
め
の
、
昭
和
六
十
二
年
度
以
来
の
活
動
を
列
記
し
て

み
よ
う
。
技
術
体
系
と
一
億
円
収
入
の
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
儲
け
る
林
業
ヒ
ノ
キ
優
良
材
生
産
五

O
年
伐
期
で
一
億
円

の
夢
」
を
発
行
す
る
。
県
下
の
林
研
、
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
り
検
討
会
を
実

施
す
る
。
二
一箇
所
に
展
示
林
を
設
定
す
る
。
ク
ラ
ブ
会
員
の
枝
打
材
を

試
し
挽
き
し
て
、
枝
打
ち
の
成
果
を
検
証
し
、
そ
の
材
を
町
産
業
祭
に

展
示
し
、
町
民
に
優
良
材
生
産
の
優
位
性
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
。
会
員
の

半
数
か
ら
の
三
五

i
四
O
年
生
の
丸
太
五
六
点
の
出
品
に
は
、
専
門
家

の
鑑
定
に
よ
る
格
付
け
、
価
格
等
を
記
入
し
た
デ
ー
タ
表
を
付
し
明
示

し
た
。
出
品
材
は
岡
崎
市
内
の
製
材
会
社
に
買
い
取
っ
て
も
ら
う
。
枝

打
ち
材
三
五
点
の
う
ち
二
面
無
節
以
上
の
材
は
一
五
点
、
四
面
無
節
が

五
本
あ
っ
た
。
価
格
は
、

3m当
た
り
一
二
万
円
か
ら
六

O
万
円
と
大
き

く
差
が
付
い
た
。
会
長
は
、
こ
の
価
格
差
は
、
林
齢
が
若
い
た
め
色
艶

が
悪
い
、
強
度
の
間
伐
の
た
め
年
輪
幅
が
広
い
な
ど
に
よ
っ
て
表
れ
た

も
の
で
あ
る
と
説
明
し
、
適
期
に
枝
打
ち
し
た
林
分
で
あ
れ
ば
、
無
節

林山

の
柱
材
生
産
は
確
実
で
あ
り
、

三
面
無
節
材
で
あ
れ
ば
一
万
二
千
円
以

上
で
取
引
さ
れ
る
か
ら
、
ま
ず
ま
ず
の
成
果
で
あ
り
、
一
億
円
林
業
は

実
証
さ
れ
、
参
加
者
が
枝
打
ち
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
た
と
述
べ

て
い
る
。
平
成
二
年
度
に
は
、
林
家
の
「
一
億
円
林
業
」
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「儲
け
る
林
業
一
億
円
林
業
の
す
す
め
」

を
発
行
す
る
。
ま
た
、
二
度
目
の
試
し
挽
き
と
展
示
会
を
実
施
し
て
い

る
。
県
西
三
河
事
務
所
で
も
、
地
域
の
普
及
活
動
の
中
心
的
な
手
法
と

位
置
付
け
て
、
強
く
支
援
し
て
い
る
。
こ
の
運
動
が
町
内
全
域
、
さ
ら

に
県
下
一
円
に
拡
が
っ
て
、
後
継
者
確
保
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
運
動
の
成
功
を
切
に
願
っ
て
、
ル
ポ
を

終
わ
り
た
い
。

(
三
重
大
学

・
生
物
資
源
学
部
教
授
)
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